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神経ネットワークモデルの秩序 とカオス
電通大物工 佐藤和弘,百瀬洋一
神経ネットワーク系の数理モデルとして最も簡単なMcCulloch-Pitts方程式を,計算機でシ
ミュレー トし,非線型系に特有の秩序構造やカオス的振舞いが見られるかどうかを調べた｡
ネットワークはN個の神経細胞 (ニューロン)からなり,i番目のニューロンの電位をtTi
と書く｡各ニューロンは時間間隔丁で同期 して発火するとし,基礎方程式
(1) xi(i+I)-0[∑CijXj(iト Ti]j
を設定する.0は階段関数であり,項 ま0(静止 )または1(発火)のいずれかの値をとるo
cijは結合定数でノ■からiニューロン-軸索が伸び結合が作られている時,送 り手jが興奮性
か抑制性ニューロンかに応じて正または負の適当な値をとる｡ Tiは発火のしきい値である. 我
々のモデルでは,各ニューロンはn本の軸索を伸ばし相手ニューロンとランダムに結合すると
し,かつCリ･-Cj(結合定数は送り手のみで決まる)としているoさらにCjには卜 W,W]
をN等分した値を割り振 り,T乙…T｡とした(以下,このモデルをrandom neuralnetwork
modelRNNM と呼ぶ )0
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